
第
七
十
八
回
臨
時
全
国
大
会
が
東
京
・

社
会
文
化
会
館
で
十
三
時
三
〇
分
か
ら

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

与
党
・
公
明
党
、
四
党
の
解
決
案
を

政
府
が
、
受
け
入
れ
、
四
月
十
二
日
に

中
央
執
行
委
員
会
で
受
け
入
れ
を
表
明

し
ま
し
た
。

全
体
の
団
結
を
図
る

田
中
副
委
員
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
は

「
解
決
案
を
四
月
十
二
日
に
受
け
入
れ

た
。
解
決
案
に
つ
い
て
全
体
で
確
認
し

解
決
に
向
け
て
が
ん
ば
っ
て
い
こ
う
」

と
あ
り
ま
し
た
。
本
部
は
、
こ
の
間
の

到
達
点
を
全
体
で
確
認
し
今
後
の
闘
い

に
つ
い
て
意
思
統
一
し
て
い
く
こ
と
。

そ
し
て
大
会
で
全
体
の
団
結
を
図
る
こ

と
を
訴
え
て
い
ま
し
た
。

資
格
審
査
で
は
、
代
議
員
七
十
二
名

全
員
の
出
席
を
確
認
、
大
会
役
員
、
す

べ
て
出
席
。
議
長
団
に
、
九
州
の
野
田

代
議
員
、
東
京
の
中
村
代
議
員
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

野
田
議
長
は
「
一
九
八
七
年
か
ら
二

十
三
年
間
に
な
る
。
二
度
目
の
解
雇
か

ら
二
〇
年
が
経
過
し
た
。
こ
の
間
ど
う

し
て
も
解
決
で
き
な
か
っ
た
。
今
、
解

決
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
臨
大
で

全
面
解
決
を
皆
さ
ん
と
共
に
成
功
さ
せ

て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。

高
橋
委
員
長
の
あ
い
さ

つ
、
来
賓
に
は
、
民
主
党
・

社
民
党
・
国
民
新
党
・
公

明
党
の
代
表
が
あ
い
さ
つ

し
、
遺
族
か
ら
も
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
日
程
の
中
で

の
大
会
で
し
た
の
で
、
代

議
員
か
ら
の
発
言
・
特
別

発
言
も
含
め
て
、
六
名
の

方
々
が
発
言
、
ほ
と
ん
ど

が
本
部
方
針
を
指
示
し
全

体
で
団
結
し
て
い
こ
う
と

い
う
内
容
で
し
た
。

わ
た
し
な
り
に

精
一
杯
闘
っ
て
き
た

闘
争
団
員
の
遺
族
の
方
か
ら
あ
い
さ

つ
が
あ
り
「
団
員
か
ら
解
決
案
が
示
さ

れ
た
時
、
実
感
と
し
て
な
か
っ
た
。
二

十
三
年
間
の
闘
い
で
病
気
に
な
り
、
そ

し
て
他
界
し
た
。
二
度
、
首
切
り
さ
れ

家
庭
は
未
収
入
の
状
況
に
な
っ
た
。
親

戚
か
ら
闘
い
を
や
め
ろ
と
言
い
続
け
ら

れ
た
。
厳
し
い
生
活
環
境
の
中
で
、
子

供
に
も
す
ご
い
影
響
が
あ
っ
た
。
父
親

の
職
業
欄
へ
の
記
入
に
困
っ
た
。
収
入

が
無
い
た
め
生
活
保
護
、
そ
の
た
め
子

供
へ
の
い
じ
め
が
あ
っ
た
。
精
神
的
な

病
気
を
抱
え
な
が
ら
自
分
が
仕
事
を
続

け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
。
子

供
と
共
に
、
わ
た
し
な
り
に
精
一
杯
闘
っ

て
き
た
」
と
涙
な
が
ら
の
あ
い
さ
つ
で

し
た
。

代
議
員
か
ら
の
発
言
が
五
名
で
特
別

発
言
で
は
神
宮
議
長
か
ら
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

★
四
月
九
日
の
和
解
案
を
機
関
決
定
す

る
大
会
だ
。
受
け
入
れ
受
託
を
承
認
す

る
。
多
く
の
人
々
の
努
力
か
ら
引
き
出

さ
れ
た
も
の
。
労
働
委
員
会
の
闘
い
は
、

地
域
共
闘
組
織
、
労
働
組
合
な
ど
多
く

の
支
持
が
あ
っ
た
。
闘
争
団
の
物
販
支

援
を
し
て
く
れ
た
仲
間
の
皆
さ
ん
、
上

京
行
動
、
宣
伝
行
動
な
ど
、
そ
れ
を
支

え
た
、
家
族
の
皆
さ
ん
、
多
く
の
行
動
・

運
動
・
連
帯
が
あ
っ
た
か
ら
解
決
へ
な
っ

た
と
思
う
。
こ
の
支
援
、
連
帯
に
こ
た

え
て
い
く
運
動
を
続
け
て
い
く
こ
と
。

韓
国
鉄
道
労
働
者
も
国
労
の
解
決
を

喜
ん
で
い
る
。
最
終
的
に
解
決
し
て
い

く
た
め
取
り
組
ん
で
い
く
。
国
労
に
い

る
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て
頑
張
っ
て
い

く
決
意
だ
。
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★民主党～２３年間という大変長い闘い・苦し

い場面が多くあったと思う。しかし、解決の局

面を迎えることができた。四党案を政府が受け

入れた。ＪＲへ２００名の雇用の要請を政府に

申し入れた。すべての問題も含めて取り組んで

いく。

★社民党～政府ともめた点①ＪＲへの採用責任

について政府ができないと主張したこと②解決

金が高いこと。しかし人道的に政治的解決をし

なければならないと厳しい交渉の末、政府は受

け入れた。２３年間の闘いと支援、支え続けて

きたことを考えると不満があるが早期解決を考

え判断した。

★国民新党～財務省は１回目は、解決金、１５

８０万円だったが、幹事長として申し入れた。

それから２２００万円必要だと追及した。財務

省は２２００万円の回答を出した。四党が命が

けで出した解決案だ、それを理解してほしい。

★公明党～２３年間の闘い、人道的・人権の立

場から一緒にやってきた。大きな山を越えた。

一人ひとりに２３年間の思いがあると思う。俳

句を作った「さくらさく いくとせこえて さ

くらさく」完璧な春だとは言えないが～。



★
四
党
案
を
政
府
が
受
け
入
れ
た
。
二
十

三
年
間
、
闘
い
続
け
て
き
た
闘
争
団
支
援

共
闘
団
体
、
他
界
さ
れ
た
五
十
三
名
の
闘

争
団
員
な
ど
多
く
の
仲
間
が
今
日
の
日
を

待
ち
望
ん
で
い
た
。

二
〇
〇
六
年
の
大
会
か
ら
、
四
者
四
団

体
は
、
団
結
を
強
化
し
政
治
解
決
へ
強
化

さ
れ
た
。
八
月
の
政
権
交
代
が
あ
り
具
体

的
解
決
へ
進
ん
で
い
っ
た
。
四
者
四
団
体

が
解
決
案
を
受
け
入
れ
た
。

今
後
の
闘
い
で
、
Ｊ
Ｒ
へ
二
〇
〇
名
の

雇
用
確
保
を
責
任
を
持
っ
て
お
願
い
し
た

い
。

各
地
方
で
の
報
告
集
会
が
開
催
さ

れ
る
が
本
部
へ
、
パ
ン
フ
・
礼
状
の
作
成

を
要
請
す
る
。
安
全
問
題
か
ら
の
観
点
か

ら
も
こ
の
闘
い
を
総
括
し
て
ほ
し
い
。

★
二
十
三
年
間
の
闘
い
は
長
す
ぎ
た
春
だ

が
歴
史
的
な
解
決
だ
。
引
き
続
き
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
。
当
面
す
る
課
題

の
方
針
書
の
中
で
「
Ｊ
Ｒ
内
の
組
織
的
内

容
〜
」
に
つ
い
て
削
除
を
求
め
る
。

政
治
解
決
を
、
今
後
の
闘
い
へ
生
か
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
世
論
を
背

景
に
し
な
が
ら
、
Ｊ
Ｒ
へ
の
雇
用
確
保
を

求
め
て
い
く
こ
と
。
国
労
を
地
域
の
仲
間

支
援
団
体
、
共
闘
会
議
な
ど
の
支
え
か
ら

国
鉄
闘
争
が
取
り
組
ま
れ
た
と
思
う
。
こ

の
闘
い
を
内
外
へ
も
波
及
さ
せ
て
い
く
こ

と
。
支
援
共
闘
会
議
全
体
を
引
き
続
き
運

動
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
。
職
場
・
地
域

か
ら
の
闘
い
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
い
く
。

★
も
う
ひ
と
ふ
ん
ば
り
、
正
式
解
決
へ
が

ん
ば
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
闘

争
団
の
年
齢
は
平
均
五
十
六
歳
に
な
っ
た
。

雇
用
問
題
が
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。

Ｊ
Ｒ
へ
の
雇
用
確
保
が
重
要

だ
。
会
社
は
最
高
裁
で
確
定

し
て
い
る
と
、
言
っ
て
い
る

が
、
雇
用
を
求
め
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
へ
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、

政
府
の
対
応

が
大
変
重
要

に

な
っ
て
い
る
。
雇
用
を
求

め

て
い
く
。
本
部
の
指
導

を
要

請
す
る
。

Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件

が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
共
闘
組
織
の
発

足

、
支
援
団
体
、
な
ど
支
援

が
大
き
く
広

が
っ
た
。
国
労

の
財
産
を
し
っ
か
り
継
承
し
て
い
く
。

方
針
書
の
中
の
「
Ｊ
Ｒ
産
別
の
企
業
内

組
合
〜
」
に
つ
い
て
、
な
ぜ
臨
時
大
会
で

提
起
す
る
の
か
、
残
念
だ
。

★
二
十
三
年
の
闘
い
で
解
決
と
な
っ
た
。

一
〇
四
七
名
か
ら
九
六
六
名
が
三
年
間
清

算
事
業
団
に
入
れ
ら
れ
、
一
九
九
〇
年
に

解
雇
さ
れ
た
。
労
働
委
員
会
・
裁
判
闘
争

Ｉ
Ｌ
Ｏ
へ
の
提
訴
・
大
衆
行
動
な
ど
展
開

し
て
き
た
。

三
十
六
闘
争
団
の
結
成
で
自
活
体
制
・

生
活
基
盤
を
つ
く
っ
た
。
ア
ル
バ
イ
ト
・

物
資
販
売
な
ど
多
く
の
課
題
が
あ
っ
た
が

全
体
で
頑
張
っ
て
き
た
。
厳
し
い
生
活
の

中
で
病
気
や
ケ
ガ
が
あ
っ
た
。
全
国
連
絡

会
の
結
成
、
国
労
組
合
員
か
ら
カ
ン
パ
・

支
援
・
共
同
行
動
が
展
開
さ
れ
た
。
本
当

に
国
労
組
合
員
で
良
か
っ
た
と
思
う
。
多

く
の
仲
間
に
助
け
ら
れ
た
。
家
族
・
親
戚

の
中
で
も
厳
し
い
状
況
が
続
い
た
。
し
か

し
解
決
に
向
け
て
一
枚
岩
に
な
っ
て
団
結

し
た
。
政
治
解
決
へ
大
き
く
進
ん
で
い
る
。

二
十
三
年
間
、
失
っ
た
日
々
は
取
り
戻

せ
な
い
が
解
決
に
よ
っ
て
人
生
の
再
出
発

が
で
き
る
と
思
う
。
引
き
続
き
雇
用
確
保

を
求
め
運
動
を
進
め
て
い
く
。

書
記
長
集
約

は
要
点
だ
け
〜

濱
中
書
記
長
は
「
全
体
で
六
名
の
発
言

が
あ
っ
た
。
す
べ
て
政
府
案
受
託
と
い
う

発
言
だ
っ
た
。
雇
用
問
題
は
求
め
て
い
く
。

各
地
方
で
の
、
支
援
団
体
へ
の
報
告
に
つ

い
て
、
本
部
は
パ
ン
フ
を
作
成
す
る
。
方

針
書
の
「
Ｊ
Ｒ
企
業
内
〜
」
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
全
体
で
議
論
し
て
い
く
。
弱
き

立
場
の
も
の
を
守
っ
て
い
く
。
政
府
案
へ

の
確
認
・
今
後
の
組
織
展
望
を
し
て
い
く
」

と
あ
り
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
日
程
で
し
た
が
、
全
体
が
団

結
し
引
き
続
き
具
体
的
解
決
に
向
け
て
意

思
統
一
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
高
橋
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ウ
三
唱
で
、
大
会
を
終
了
し
ま
し
た
。
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いかなる攻撃のも負けない

和解が具体的実現を迎えることが

できた。23年間の紛争事件は早期解決

に向けて全体など御礼を申し上げたい。ＪＲ不採用問題

の解決案が提示。政府が受け入れ、中央執行委員会で受

け入れを表明。四党案～政府が同意した解決案を四者四

団体が正式に、解決案に同意を表明した。

23年前の政府答弁について～国会決議を ホゴ にさ

れ、7600名がＪＲに採用されなかった。それからの23年

間の闘いは苦しい闘いとなった。戦後最大の解雇だった。

中労委で勝利したが、最高裁判決で２対３となった。し

かし今日まで闘ってきた。ＩＬＯの提訴・政府に対して

早期解決を求める自治体意見書の採択が全国で出された。

23年間の闘いの中、家族を犠牲にしてきた背景があっ

た。人道上での解決を訴えてきた。政治解決に向けて、

大衆行動・世論喚起など、さまざまな闘いを進め、24年

間を超えさせない、解決をめざし闘いを強化してきた。

政治解決は人道的～与党・公明党による解決案。ＪＲ

に採用された国労組合員は厳しい労働条件の中で仲間を

守る信念、連帯し支えてきた。家族と共に総団結し苦難

の中でも闘い続けてきた。

国労64年間の闘いは、いつも政府に対しての闘いだっ

た。この闘いは日本の労働運動史に語り続けられるもの

だ。今後さらに発展していく。闘争団の状況から早期解

決を判断した。

国労は、いかなる攻撃にも負けないで闘ってきた。こ

の問題解決により国労の力を分散させない。労働条件改

善の闘いへ強化して引き継いでいかなければならない。

他労組への拡大もめざしていく。労働者の解雇を許さな

い闘い、支援共闘の闘いの結合、継続、組織の団結が問

われてきた。多くの支援共闘・労働組合と団結して闘い

続けることによって必ず勝利することを実践した。歴史

的教訓だ。

政治解決・解決案を受け入れたこと、委員長として今、

あらたな出発点となった。未来に向かって歩んでいく。

総括し確信と展望を持って運動を前進させる。

雇用をめぐる問題～全力を尽くして運動を進めていく。

23年間の闘いに対し、物心両面にわたって、中央共闘・

連帯する会・政党・地域の支援団体など、多くの仲間に

心から感謝を申し上げたい。


